
























本論文は，全 5 章から構成される。 
第 1 章では，本研究の目的，既往の研究，および本論文の構成について述べた。 





示した。しかしながら，高サイクル領域までの安定性を得るには至らず，Si と Li の反応
に伴う体積変化を考慮した構造設計が必要であることが示唆された。 
第 3 章では，Si と Li の反応に伴う体積変化のためのバッファ空間を有する Si /多孔カー
ボンナノ複合体の創製を目指して，ナノ多孔カーボンの Si ナノ粒子によるポスト修飾を





第 4 章では，ナノ多孔カーボン細孔内に優先的に Si を担持した Si /多孔カーボンナノ複
合体の創製を目指して，カーボン細孔内での Si の in situ 合成を検討した。ナノ多孔カー
ボンの合成に用いる前駆体のカーボン・SiO2オパール複合体を出発物質として，Mg 混合
-熱処理により SiO2の還元，および MgO 副生成物や残存 SiO2除去処理により，ナノ多孔
カーボン細孔内への優先的な Si 析出に成功した。また，カーボン・SiO2 オパール複合体
を NaOH エッチングして予めにナノ空間を導入し，同様の in situ Si 合成を行うことによ







第 5 章では，上記内容を総括し，将来の展望を述べた。 
 
